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京都大学東南アジア研究センター弓ま‖胴lI38年 1月設証 され,ただ 打 二活 動 匂 吊始 した｡諦 一

年度は主としてタイ国を対数として,人文 ･社会 ･自然科学の各分野より総 合的 な研究キ行な

に,親らたにマレーシアの調査研 究/㌢実施に移した し

､!!LTl'Tf究センタ-の.j手業にはセンターJ)W･究担当者となった本学,他大学およこごそUjl山U)研究

機関の研究者による現地調査の他に図書質料雅惰,研究者養成,旧版などがありさらに研究省

cJj交流計画 として,FliTの内外の研究者との交流を重要なプログラムとしている｡

さる9月30日から10月 2卜=こかけ京都比叡山国際観光ホテルにおいて,農林省,fL'uL=外技術協

力本業団および東南アジア研究センターによって共催され.たマラヤ稲作シン′ポジウムは束柄ア

ジア研究センターとしてほこの現地調査研究計画 と交流計画の一環をなすものである:メ

シンポジウムの参加者はコロンボプランによる満外技術援助派遣者および FAO専門家とし

てマラヤ稲作の改良指導に従事 した全専門家 (5名はペーパーのみ提出), 学識経験者, 農林

省,両外技術協力官業団の闇係責任者および京都大J､別 封系者 ら60余名に限定されたっ会議は周

到な準備U)下に進められ,マラヤ派遣専門家による技術協力跡成果o)報告,全参加者による討

論など終始熱気をはらんだ雰囲'<巨 )J'i-,.'二しかも燕然と進められノ,予期以上の成果を収めろこ

とができた｡

ここにシンポジウムの報告,討論Jj要 旨をとりまとめ,そC))出版のため本研究センターU)定

ンポジウム特集号とした｡ こG,).iLl録はマラヤ稲作についての基本的な文献であるとともに,広

くマレーシャ研究L/)ためのあるい は開発途上にある諸 岡の農業技術協 力のための重要な資料と

なるであろう,
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